
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＩ第 2620 地区静岡第 2 グループ 

沼津ロータリークラブ 

WEEKLY BULLETIN 

 
2025～2026 年度 ＲＩテーマ 

事務所 〒410-0881 沼津市八幡町 15 

          ビレッジ 35 303 号 

☎055-963-0515 FAX055-963-5202 

 

例会場 〒410-0802 沼津市上土町 100番地１ 

沼津リバーサイドホテル 

☎055-952-2411 FAX055-952-2455 

 

会   長  山 本  洋 祐 

幹   事  塚 本  和 弘 

会報委員長  市 野  貴 世 

2025～2026 NO.32 

ＲＩ会長 

フランチェスコ・アレッツォ 

RＩ２６２０地区ガバナー 

稲葉 雅之 

第 3514 回例会    2026.5.22 

会長挨拶        会長 山本 洋祐 

本日は、沼津市の市制施行以降の市域の拡大、及び
旧駿河国と旧伊豆国の国境についてお話しいたしま
す。 

1923（大正 12）年７月、沼津町と楊原村が合併して、
人口約 34,500 人の沼津市が誕生しました。沼津町は
現在の第一・第二地区で、楊原村は現在の第三・第四
地区であったようです。その後、沼津市は、 

①1944（昭和 19）年４月：片浜村、金岡村、大岡村、
静浦村と合併（人口約 96,000 人） 

②1955（昭和 30）年４月：愛鷹村、大平村、内浦村、
西浦村と合併（同約 129,000 人） 

③1968（昭和 43）年４月：原町（旧原町と浮島村の
一部）と合併（同約 184,000 人） 

④2005（平成 17）年４月：戸田村と合併（同約
211,000 人）と、人口も面積も増加拡大していきまし
た。 

この①～④において特筆すべき合併は、②1955 年の
内浦村、西浦村との合併と、④2005 年の戸田村との合
併です。なぜなら、内浦村、西浦村、戸田村は、旧駿
河国駿東郡ではなく、旧伊豆国田方郡に属する村であ
ったからです。つまり、それまで旧駿河国駿東郡エリ
アに限定されていた沼津市の市域が、1955 年に初めて
旧伊豆国田方郡エリアにまで拡大したわけです。 

私は、戸田が旧伊豆国田方郡の村であったことは知
っていましたが、内浦や西浦もそうとは知らなかった
ので、今回調べてみて驚きました。 

そして同時に、旧駿河国と旧伊豆国との国境につい
ても新たな発見がありました。それはすなわち、旧駿
河国と旧伊豆国との国境の南端が、旧静浦村の口野と
旧内浦村の重寺（しげでら、淡島の辺り）との境であ
ったと知ったことです。この知識は日常生活には全く
役には立ちませんが、沼津のことについて、少し詳し
くなったなと私は満足している次第です。 

 

ゲスト なし 

ビジター なし 

他 RC 出席 細澤君・池下君・小暮君・松尾君・大江

君・大熊君・島村君・白壁君・鈴木君・渡

邉(真)君・渡邊(洋)君・山本君（5/17 地

区奉仕活動セミナー）、大江君(5/20 三

島) 

 

出席報告 
会員総数 44 名 

出席計算に用いた会員数 44 名 

出席計算に用いた出席者数 37 名 

出席率 84.09％ 

前々回の修正出席率 93.18％ 

 
欠席者（５名）東君・早川君・實石君・峯村君・森藤君 

・野口君・大村君 

5 月 29 日（金）例会プログラム 

・会員リレー式卓話 

会員 望月美樹君 

会員 向坂義次君 

会員誕生日 山口和一君・細澤哲哉君 

配偶者誕生日 鈴木明子様(良彦君) 

結婚記念日 該当者なし 

 



クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー報告② 
 

奉仕活動分科会 細澤哲哉君 

次年度の地区の活動として以下の６項目について

の説明が行われました。①職業奉仕についての事例発

表会の開催。②各分野の専門家を集めての卓話バンク

の設置。③各クラブよりの卓話の受託。④LIN オープ

ン chat の開設。⑤グローバル補助金等を利用した国

際奉仕のすすめ。⑥委員会やグループごとの奉仕活動

セミナーの開催。また、例年開催されていたグループ

単位での社会奉仕活動は中止し、次年度は各クラブ単

位での活動となるなど地区からは、より一層の協力を

求められております。 

インターアクト分科会 渡邉真司君   
 午前中は、全体で本会議が行なわれ、ガバナーエレ

クトから次年度方針の話がありました。 

 午後からインターアクト委員会の分科会に出席し

て来ました。内容としては、広報、プログラム推進の

事、年鑑作成の事、ロータリアンと顧問先生との連絡

協議会の事、年次大会の事、指導者講習会の事の１年

間の実施事項、具体的内容の確認が行なわれました。

後は各クラブのインターアクトとの今までの活動内

容を発表し、これからの活動内容について意見交換を

しました。 

米山記念奨学分科会 山本洋祐君 
米山記念奨学事業は、年間奨学生数 900 人超、年間

事業費約 16 億円の国際奨学事業で、外国人留学生対

象の民間奨学事業としては国内最大です。元奨学生で

ある米山学友は、日本と世界を結ぶ懸け橋となり国際

社会で活躍しています。 

同事業の２本柱は、①寄付、②世話クラブ引受けで

すが、今年度、当クラブは①のみを行います。皆様か

らのご寄付の約 97％は奨学金や世話クラブ補助費等

の事業費に充てられておりますので、是非 1 人 16,000

円／年以上のご寄付をお願い申し上げます。 

RLI 分科会 野中久記君 

 当日、午前中は本会議にて配布されましたⅭⅬⅬ

Ｓの冊子にて、ロータリーの行動計画を中心に説明

をして頂きました。 

 昼食をはさんで午後は、全体会議にて、米山梅吉

記念館理事⾧の挨拶、各分科会リーダーの皆さんよ

りの報告等々を拝聴し、予定より早かったのですが、

午後 1 時半に終了した次第です。全体を通しまし

て経験の浅い私でも理解できるよう丁寧に説明し

て頂き、ロータリークラブへの理解がより深まった

という印象を持っております。以上 
 

幹事報告 
１）5/17(日) 地区奉仕活動セミナー（オンライン開催） 

⇒12 名出席、出席者へアーカイブ配信 

２）5/29(金) 第 12 回定例理事会 

３）6/5(金) 第 3 回クラブ協議会開催のお知らせ 

⇒対象者へご案内をポストイン 

⇒常任委員⾧・小委員⾧・クラブラーニングファシリテー

ター・SAA による活動報告（壇上発表） 

⇒6/5(金)例会は 30 分延⾧（12：30～14：00） 

４）地区から協力依頼「R7 年青森県東方沖地震支援金への

協力のお願い」⇒前回に引き続き、ドネーション BOX 巡回 
 

スマイルボックス 
山本会⾧…クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー

報告②の報告担当の方、よろしくお願いいたします。なお、

私も報告担当の 1 人です。 

塚本幹事…本日のメインプログラム、クラブ・リーダーシ

ップ・ラーニングセミナー報告②、よろしくお願い致しま

す。 

奥村君…早退させて下さい。 

吉野君…足を骨折した松本明子さんが無事に沼津入りし、

去る 5/16(土)のイベント無事終了しました。ありがとうご

ざいます。 

三好君…所用につき、本日早退させていただきます。 

小暮君…フードバンクへの御協力ありがとうございました。 

大江君…5 月 15 日の例会欠席失礼しました。5 月 20 日に

三島 RC の例会にメークアップ参加して参りました。 

冨田君…妻の誕生日のお祝ありがとうございます。 
 

フードバンク寄付活動 
2026 年 4 月 24(金)・5 月 22 日(金) 例会場にて 

 
↓ご寄付いただいた食品は小暮会員がしずてつの回収ボックスへ 

 


